
  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 43 花のつくりとはたらき② 

 

（千葉県） 

1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     右の図は，タンポポの一つの花を，双眼実体顕微鏡で

観察し，スケッチしたものである。次の問いに答えよ。 

（1）双眼実体顕微鏡のステージ板には，黒色の面と白色の面

がある。この観察では，黒色の面を使った。この観察で，

黒色の面使った理由を書きなさい。 

（2）タンポポの一つの花について，正しく説明しているもの

はどれか。次のア～オからすべて選び，記号で答えよ。 

ア．aは，やくである。 

イ．bは，子房である。 

ウ．cは，花弁（花びら）である。 

エ．dは，おしべの一部である。 

オ．eは，めしべの一部である。 

 

 

（京都府） 

2 問題 

3 問題 

（熊本県改題） 



  

 

 

     

（1）スケッチをするときは，先を細くけずったえんぴつを使い，影をつけずに細部をはっきりと表す

ようにかく。 イ 

 

（2）体細胞の分裂によるふえ方を無性生殖というのに対し，生殖細胞の受精によるふえ方を有性生殖

という。 有性生殖 

 

（3）「塾技 43  」（3）より，タンポポは 5枚の花弁がくっついた合弁花である。 

 （例）花弁が 1枚ずつ分かれず，根元でくっついているから。 

 

（4）やがて種子になることより，胚珠とわかる。エンドウの胚珠は子房に包まれているので，エンド

ウは被子植物である。 胚珠 

 

 

     

（1）Ⅰ図より，トウモロコシ（イネ科）の葉脈は平行脈で，根はひげ根となっていることから，単子

葉類のなかまに入る。単子葉類のなかまには，他にも，イネ・ユリ・アヤメ・ツユクサなどがある。 

 単子葉，（ア）・（イ） 

 

（2）アブラナは，めしべの柱頭に花粉がつくことで受粉する。「塾技 42  」（1）より，受粉後，花粉

管が胚珠へ伸び，精細胞が花粉管の中を移動し，卵細胞との受精が起こる。受精後，子房は果実に，

胚珠は種子になる（脂肪は身に，胚珠
．
は種
．
子になると覚えるとよい）。 

 a：柱頭，b：（エ），c：（ア） 

 

 

     

（1）  （例）タンポポの一つの花は，白色や黄色の部分が多いため，黒色の面の方がはっきりと観

察ができるから。 

 

（2）aはめしべの一部である柱頭，bはおしべ，cは花弁，dはがく，eはめしべの一部である子房であ

る（「塾技 43  」（3）の図を参照）。 

 ウ，オ 

 
 

塾技 43  補充問題 解答・解説 
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